
LABScreen解析マニュアル

株式会社ベリタス

IOLM-20-0927 Rev.01



LABScreen試薬の解析方法
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• TOP画面のLABScreenあるいはアイコンをクリックします

データのインポート
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• 以下がLABScreenの画面です

データのインポート

未取り込みデータ

カタログ情報

取り込み済データ
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• 取り込む検体を選択する

データのインポート

検体の情報を入力できます
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• データの取り込み方法は2種類
– csvファイルをsessionフォルダ（Windows(C:)＞OLI Fusion＞data＞session）に移す

– 画面左側のフォルダアイコン( )をクリックして、csvファイルを選択。

• 確認するポイントは
– TemplateとCatalog ID

データのインポート

• 該当するファイルが複数ある場合、確
認ウインドウが出ることがあります。
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• 確認するポイントは
– 陰性血清（LABScreen Single Antigen）

NC血清の確認

メーカーQC

測定データ
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• 確認するポイントは
– 陰性血清（LABScreen Mixed）

– 陰性血清（LABScreen PRA ClassⅠ）

NC血清の確認

メーカーQC

測定データ

メーカーQC

測定データ
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• 全て確認したら、Importをクリックしてデータを取り込みます。

データのインポート
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データのインポート

• データを取り込んだ後、Navigatorからデータを選ぶと、検
体一覧の画面へ飛びます。

Summryで各検体の情報が一覧表示されます。これ
らの項目は表示/非表示、並べ替えが可能です。
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• 確認項目

– Min Bead Cnt : 50以上

– NC : 1500以下

– PC : 500以上

– PC/NCRatio : 2以上

再検査基準
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検体のNCビーズが低いのでNC血清
の数値と書き換えますか？

→「いいえ」を選択

（検体のNC値がNC血清の値より低
い時に表示されます。）

データのインポート時のメッセージ

検体のNCビーズの値が高いので、
検体のビーズの中の一番低い値と
置き換えますか？
それに伴って、NC血清のNCビーズ
も変更しますか？
→「いいえ」を選択

検体のNCビーズ値が1500を超え
ている場合は再検査をしてください。
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解析画面

＊参考
Fusion3.5以前の形式
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解析画面
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解析画面
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解析画面
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解析画面
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レポートの作製

• Reports>Generic Antibody> Antibody Customの
順にクリックします。

• レポートの種類を選択し、Setupでレポートの設
定が可能です。

• レポートを作成したことがない場合は、空欄とな
ります。次のページの手順で設定を行ってくださ
い。
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レポートの作製

• 出力する項目にチェッ
クを入れ、赤枠の部分
にレポート名を入力し
Saveをクリックします。

• レポート名はレポートに
表示されますのでご注
意ください。

• 複数の種類のレポート
を作成する場合は、
チェック項目を変更し、
異なるレポート名を入
力してSaveします。
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レポートの作製

• Setupをクリックし、レポートの出力条件を設
定します。 カットオフ設定、解析結果

IOLM-20-0927 Rev.01



レポートの作製

• Setupをクリックし、レポートの出力条件を設
定します。 解析結果
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レポートの作製

• Setupをクリックし、レポートの出力条件を設
定します。 解析結果
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レポートの作製

• (参考)おすすめ設定

判定結果、カットオフ

nMFIチャート
CREG関係

Sample, Session情報
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レポートの作製

• View Reportの画面から、ファイルのエクス
ポートおよび印刷をすることができます。

ページ移動、ページ数

印刷、レポート出力

Setupの内容が反映されます。
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⑤

レポートの作成（Mixed）

①

③

②

④

Reports→LABScreen→LSM Details/LSM Summary
→検体の選択→Viewの順にクリック

• LSM DetailsとLSM Summaryのどちらでも出力
できます

• レポート例は次のページに掲載しております
でご参照ください

• MixedのレポートはLSM Detail/LSM Summary
をお勧めします
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レポート見本（ LSM Details ）
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レポート見本（ LSM Summary）
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• Sample Name、Patient IDについて
– Sample Name

• 検体に紐づく

• 統一すると異なる試薬間での比較ができる。

– Patient ID Patient Info→Manage Patient
• 患者情報の管理

Fusionの操作方法 －補足－
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• Sample Name、Patient IDについて（活用例）
– DSAの判定（LABScreenの手引きp25）

Fusionの操作方法 －補足－
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• Sample Name、Patient IDについて（活用例）
– それぞれを組み合わせ、Single AntigenによるMFIの変動をグラフ化
する。（LABScreenの手引きp27）

Fusionの操作方法 －補足－
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解析設定

• 解析に用いる設定を変更できます。
Utilities＞Antibody Product Configuration＞Set Analysis Configuration

PC,NC,ビーズカウント,カットオフなどの
変更に使います。

その他、解析に関する設定

PC,NC,Bead設定

製品の種類

nMFIのグラフ、カットオフの設定
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解析設定

• 参考
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Navigator表示の変更

１．Dataタブをクリックする

２．Session Dateの▼で見たい
データの日にちを選択。

３ ．Findをクリック

IOLM-20-0927 Rev.01



LABScreen Mixedの解析
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解析結果の表示

陽性例

陰性例
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解析画面の見方

コントロール
値の確認

判定結果の
確認

陽性カットオ
フライン

陰性カットオ
フライン

陽性及び陰性カッ
トオフラインの間
にあるビーズはグ
レー表示となる

NBG Ratioの
確認

ClassⅠ ClassⅡ

NBG Ratio

陽性及び陰性のカットオフラインは手動で上下に動かすことができます
判定結果はソフトが自動判定した結果が反映されますが、手動で変更できます
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判定方法

• NBG Ratioの値を使用して判定する
–陽性

• 陽性カットオフ以上のビーズが１つでもある場合

–陰性
• 全てのビーズが陰性カットオフ以下

• カットオフ値の初期設定は陽性1.5、陰性1.2と
なっておりますが、ソフトのデフォルト設定値
であり、メーカーの推奨値ではありません

• 各施設様での検討、設定をお願いします
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NBG Ratio

• NBG Ratio = Normalized Background Ratio

• 算出方法

(検体の各ビーズ値-検体のNCビーズ)

/(NC血清の各ビーズ値-NC血清のNCビーズ)

各検体の解析画面の右下に
ある「Raw Data」をクリックす
ると表示されます
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カットオフ値の変更

Utilities＞Antibody Product Configuration＞ Set 
Mixed Product Configuration

左の画面が開きますので、Catalog IDより
カタログを選択し、NBG Ratio値を変更後、
最後に「save」を押します。
＊カタログごとに変更が必要です＊
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カットオフの考え方

• LABScreen Mixedには明確なカットオフが設定さ
れていませんので、メーカーとして陽性/陰性の
基準はお伝えできません

• 必ず各施設で判定基準・判定ルールを作成して
下さい

• メーカーが規定している再検査基準は下記のみ
です
– Min Bead Cnt : 50以上

– NC : 1500以下

– PC : 500以上

– PC/NCRatio : 2以上
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LABScreen Single Antigenの解析
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解析画面-1

nMFIデータ(棒グラフ)

各ローカス・アリル情報、CREG

カットオフ情報、
PC/NC

判定結果入力欄×6以上の反応を自動的に一覧表示
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解析画面-2

左右に動きます

選択したものを１つずつAssignします

サイズが変わります

表の中にあるものを全てAssignします

全てNegativeでAssignします

表示されている血清型(アリル)をダ
ブルクリックしてもAssignできます

ここの文字をクリックするとAssignした結果が強調されます。

IOLM-20-0927 Rev.01



Single AntigenとSupplementのデータ結合

• サンプル名が同一の検体のみ結合可

• 結合したデータの保存及びレポートの出力は
できません

• 結合方法

–解析画面の右下のCombineをクリック
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• 結合方法（続き）

–別ウィンドウが開くので結合するデータを選択し、
Analizeをクリック

–結合されたデータが表示されます

Single AntigenとSupplementのデータ結合
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• nMFI = normalized Mean Fluorescence Intensity

• LABScreenではMean Fluorescence Intensityは
Trimmed Meanを採用

• HLA Fusion上ではBaselineとして表示

nMFIとは
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• Trimmed Meanとはカウントしたビーズの上下5%をカッ
トして、中央の90%のビーズを用いて平均値を算出

• 算出されたTrimmed Mean=MFIを用いてnMFIが算出
されている

Trimmed Meanとは
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• 計算式
nMFI=（検体の各ビーズ値-検体のNCビーズ）－

（NC血清の各ビーズ値 – NC血清のNCビーズ）

• （検体の各ビーズ値-検体のNCビーズ）
→（各検体におけるバックグランド除去）

• （NC血清の各ビーズ値 – NC血清のNCビーズ）
→（各ビーズのバックグランド除去）

nMFIの計算式

nMFI
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nMFIの比較

• nMFIはOne Lambda独自の値です

• 他の試薬とnMFIでの比較はできません

• ビーズ上についているHLA抗原に対する抗体
の親和性の違い

• ビーズ上についているHLA抗原の量の違い

• 二次抗体濃度の違い

＜

何故？
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自動判定（Threshold）に関して

• HLA Fusionでは自動判定により、Thresholdとして、「×8」、「×6」、
「×4」、「×2」を決定します。デフォルトの設定では、「×6」以上を陽性
となるように設定されています。

• 同じThresholdのスコアでも蛍光値は全く異なります。判定はnMFIも必ず
考慮して下さい。

– X8 : 70%(1番MFIが高い検体を基準に算出）

– X6 : 30%

– X4 : 15%

– X2 : 10%
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カットオフの考え方

• LABScreen Single Antigenには明確なカットオフが設定
されていません

• 使用目的に応じて、結果の解釈や治療方針等は異な
るので、メーカーとして陽性/陰性の基準はお伝えでき
ません

• 必ず各施設で判定基準・判定ルールを作成して下さ
い

• メーカーが規定している再検査基準は下記のみです
– Min Bead Cnt : 50以上

– NC : Single 1500以下

– PC : 500以上

– PC/NCRatio : 2以上
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Utilities → Antibody Product Configuration

→Set Analysis Configurationの順にクリック

カットオフ値の変更方法

下記の手順でカットオフ値の変更ができます
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カットオフ値の変更方法

• Threshold「ｘ6」以上が陽性ですので、「X6>」の横
にカットオフ値の入力をしてください

• 左側がクラスⅠ、右側がクラスⅡの入力欄です

• 「ｘ8」～「ｘ2」の全ての項目に数値を入力しないと
保存ができません

• 数値の入力完了後、saveを押して保存します

• Product TypeはLABScreen Single Antigenを選択

• FormulaはUser Cutoff(Baseline)を選択
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カタログファイルのコンバイン方法
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カタログファイルのコンバイン方法

• LABScreen PRA、Single AntigenのExPlexにおいて
コンバインをして、解析をする方法です

• Utilities>Antibody Product Configuration>Create
Combined Productsの順にクリックします
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カタログファイルのコンバイン方法

• 例はPRAですが、ExPlexでも同様の操作方法でコン
バインができます

• 解析の際はCatalog IDからコンバインさせたファイル
を選択してください。

① コンバインする
ファイルを選択します

② ファイルを選択後に
クリックします

③ 選択したファイルを
確認します

④ Saveをクリックします
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